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日に日に寒さが増してくる時期です。感染症に負けず、元気に過ごしたいですね。 
                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪自分で出来るように～衣服の着脱～≫ 

自分でやろうとする気持ちを大切にし、できない時はそっと手を添え、さり気なく援助をし、「自分で出来た」

という満足感、自信を持てるようにしましょう。褒めるときは、何がどのように出来たかを伝えてあげるといいですね。 
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脱ぐ 

〈上の服〉 

①袖口を持ち、腕を中に引き入れる。                   

②両手で服の裾を肩の高さまで持ち上げ、 

えり首と衣服を持ち上げて抜く。 

 

〈冬を元気にのりきるために〉 

☆室内の温度と湿度 ・・・室温は、あまり外気温との差が大きくなりすぎないようにしましょう。湿度は、50～６０％前後に

保つと良いです。乾燥すると、ウイルスが繁殖しやすくなります。こまめな換気も必要です。

空気を入れ替えていきましょう。 

☆服装 ・・・・・・・・・・・・・・子どもは新陣代謝が盛んで、ほとんどの子は大人より暑がりです。大人より 1枚薄着を目安に 

しましょう。（手足が冷たい、唇が青い、鳥肌が立っている等の時は1枚着た方が良いです。） 

厚着のまま、外で体を動かすと汗をかき、それが冷えて風邪を引きやすくなります。 

調整しやすい服装にしましょう。ダウンジャケット、オーバーコート等の厚みのある防寒着や 

何枚も着込みすぎると体の自由が利かず、活発に遊べません。ケガにもつながります。 

 

※規則正しい生活を心がけ、ウイルス等を寄せつけない体作りをしていきましょう。 

 

 〈ズボン・パンツ〉 

①低い台(あれば)に座り、片足ずつ入れる。 

②バランスを崩さないように立ち上がり、ズボンを 

引き上げる。 

着る 

〈上の服〉 

①服の裾を持って、頭からかぶり、顔を出す。 

②袖から片腕ずつ出す。 

③裾を引っ張っぱり下ろして 衣服を整える。 

 〈ズボン・パンツ〉 

①両手でウエストのゴムの部分に指で 

引っ掛けて下ろし、おしりが出ているか確認。 

②低い台(あれば)に座り、片足ずつ 

裾を引っ張って足を抜く。 

 

おすすめの絵本 

「どうすればいいのかな？」  文：わたなべ しげお  絵：おおとも やすお  出版社・福音館 

「パンツのはきかた」       作：岸田 今日子 絵：佐野 洋子 出版社：福音館 


